
日本経済の成長と循環を考えるにあたって
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３．経済成長

に

の成長と循環の捉え方

と循環の考え方

稲 葉 和 夫

４．戦後日本

日本経済の成長

ろうか。マクロ経

経済の段階区分と 年代の日本

１．は じ め

と循環という言葉を耳にした

済学の教科書を眺めている

経済

に

ときどの様なイメージを持つ

と，経済成長理論，景気循環
）

だ

論

（景気変動論）等と

タイトル，目次を

代わりに恐慌論等

る点，異なる点が

日常的に書籍，雑

例えば，経済成長

は，おなじみの表

いうタイトルが目に付くであ

眺めていると経済成長の代わ

という用語を目にするかもし

どこにあるのかはともかくと

誌，新聞などで関連する表現

の低下，不況の深刻化，経済

現であろう。説明するまでも

ろう。あるいは，他の教科書

りに経済発展論，景気循環論

れない。これらの用語の共通

して，成長と循環については

を目にしてはいないだろうか

停滞，デフレの進行などの用

なく，現在の日本経済が深刻

の

の

す

，

？

語

な

状況にあることを

って使われる意味

るかが全く違うこ

本論は，日本経

（ ）

表現している。ただし，同じ

内容が異なり，考え方によっ

ともある。

済の成長と循環の捉え方，及

表現であっても，その時々に

て問題に対してどの様に対処

びその背景にある考え方を整

よ

す

理
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し，若干の検討を行うこと

る。まず，２．では日本経

整理する。次に，３．では

成長と循環を考えるにあたって（稲

を目的としている。本論の構

済の成長と循環を幾つかの資

経済成長と循環を説明する考

葉）

成は，以下の通りであ

料から捉え，問題点を

え方の代表的なものに

ついて整理をする。最後に

上で 年代日本経済の問

２．日

２ １ 経済成長の二つの

，４．では戦後日本経済の成

題の所在について検討を行う

本経済の成長と循環の捉え

捉え方

長段階を区分し，その

。

方

経済成長の指標として通

率であろう。表１と表２は

じであるが，成長率を測定

違ってくる。表１は，四半

四半期から 年第１四半

―６月）の実質国内総生産

常用いられるのは，実質国内

，日本の実質 の成長率

する期間が異なることによっ

期単位の実質 の対前期

期まで示したものである。

（ ）が対前期（ 年第

総生産（ ）の成長

を示している点では同

て，成長の持つ意味が

比成長率を 年第１

年第２四半期（４月

１四半期）と比較して

表１ 年代以

暦年／四半期 １

降の四半期別実質 成長率（

３ ４ ６ ７ ９

対前期比％）

資料 内閣府経済社

（ ）

会総合研究所『国民経済計算年報』



％増加したと

ていると同時に，

表 は年単位の実

立命館経済学（特別

いう場合，経済活動全般の拡

前期，あるいはそれ以前の増

質 が 年前と比較してど

号）

大あるいは縮小の程度を表現

加率との変化を比較している

の程度成長したかを年平均で

し

。

見

たものである。戦

示している。どの

との成長率は異な

のとなっている。

になり，経済変動

年第 ， ，

り景気が持ち直し

後 年から 年までの

年をとってみても，その期

るであろうが，表 は期間内

表 の成長率は，比較的短期

，つまり景気変動の一指標と

四半期の 変化率がマイ

つつあるという具合である。

年間について 年ごとの変化

間内の年毎の成長率，四半期

の成長率のでこぼこを均した

的な範囲で議論をしているこ

考えることができる。例えば

ナスであったから， 年に

勿論，後述するように

を

ご

も

と

，

入

の

変化率のみで景気

る。それに対して

とができる
）
。

年以降は，成

ことがわかる。

期間

の動向を判断するわけではな

，表 の年平均成長率からは

年から 年にかけては，年

長の趨勢は大きく低下し，

表２ 実質 の期間別年

いが，一つの重要な指標でも

，長期的な成長の趨勢を見る

率 ％前後の成長率が実現し

年代は一層の低下をしてい

平均成長率

あ

こ

た。

る

成長率

（資料） 内閣府経

経済成長を表１

な観点から眺める

の前期，あるいは

売れないという意

済社会総合研究所『国民経済計算年報』

のように短期的な観点から眺

のかによって政策的な意味合

前年からの低下を問題にする

味での不況の兆候として，需

めるのか，表２のように長期

いは大きく異なる。経済成長

ならば，購買力が低く生産物

要を拡大させる政策を検討す

的

率

が

る

ことになる。それ

問題にするならば

この場合低い成長

るように思われる

なものがある。現

（ ）

に対して， 年代に入って

，日本経済全体の将来の供給

水準は，不況というよりは，

。長期的な観点から捉える一

在，ものが売れないのは，魅

からの平均成長率水準の低下

能力が議論の焦点となる。ま

経済停滞と呼んだ方が適切で

つの有力な主張として次のよ

力のある商品が提供できてい

を

た，

あ

う

な
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い，あるいは，事業活動の

いう。このような状況を打

重要で，競争を阻害するよ

成長と循環を考えるにあたって（稲

効率が悪いため安価な商品が

開するためには，企業活動の

うな規制，効率の悪い企業に

葉）

提供できないからだと

活性化をはかることが

対する補助の撤廃など

のいわゆる「構造改革」実

倒産・失業増加が一時的に

して，長期的には潜在供給

長期的な意味での経済成長

若干の考察を行うことにす

２ ２ 景気循環の捉え方

施が必要不可欠であるとする

生じても，それは「構造改革

能力の増加によって解消され

は，潜在供給能力そのものな

る。

。仮に，短期的に企業

」に伴う痛みであると

るという
）
。果たして，

のかについては，後に

景気の状態を実質 の

れまでは景気動向指数と呼

景気動向指数

経済変動を波として捉え

ーク（山），不況の底（谷）

ジョンインデックス ）は，

変化率から一定程度把握す

ばれる指標が用いられてきた

表３ 景気変動の日

ると，景気の状態を特徴づけ

を考えることができる。景気

景気動向をあらわすとみなさ

ることもできるが，こ

。

るものとして好況のピ

動向指数（ディフュー

れる 系列の指標を，

谷

第１循環
第２循環 年 月
第３循環 年 月
第４循環 年６月
第５循環 年 月
第６循環 年 月
第７循環 年 月
第８循環 年３月

山 谷

拡張

年６月 年 月
年１月 年 月 ヶ月
年６月 年６月 ヶ月
年 月 年 月 ヶ月
年 月 年 月 ヶ月
年７月 年 月 ヶ月
年 月 年３月 ヶ月
年１月 年 月 ヶ月

期間

後退 全循環

（４ヶ月）
ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月
９ヶ月 ヶ月

第９循環 年 月
第 循環 年２月
第 循環 年 月
第 循環 年 月
第 循環 年１月

（資料） 経済企画庁調査局景気

（ ）

年２月 年２月 ヶ月
年６月 年 月 ヶ月
年２月 年 月 ヶ月
年５月 年１月 ヶ月
年 月 ヶ月

統計調査課，内閣府経済社会総合研究所「

ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月
ヶ月 ヶ月

景気動向指数」



先行指標，一致指

指数，一致指数，

の景気の山と谷の

立命館経済学（特別

標，遅行指標のグループに分

遅行指数を作成し，景気の山

時期（日付）と一サイクルの

号）

ける。それぞれの指標から先

，谷を確定する。表３は，戦

期間を示したものである
）
。

行

後

年代に入り

疑念が多く出され

れる。第一は，

る。経済成長率が

が消滅したのでは

作成の仕方に起因

慮してはいないた

，この は景気の実態を本

るようになった。その理由と

に入ってからの成長率水準

小さくなったことにより，経

ないかという意見が出され

する。 は作成する際に用

め，量的な変化を捉えきれて

当にあらわしているのかとい

して，次の二つのことが考え

の低下，すなわち経済停滞で

済変動の幅も縮小し，景気循

ている。第二は， そのもの

いられる指標の質的な違いを

はいない
）
。いずれにせよ，景

う

ら

あ

環

の

考

気

の状態を把握する

することが実感に

銀短観」（日本銀行

に基づき，景気動

変化を業種，企業

消費支出の変化と

今の失業率の増加

には，より直接的に企業，家

あうのかも知れない。 よ

企業短期経済観測調査）であり

向を調査している。企業の活

規模ごとに把握することが可

ともに生活の基盤となる雇用

は，長期にわたる経済停滞か

計などの経済主体の動向を観

り近年注目されているのが

，企業に対するアンケート調

動状況，資金繰りなどの状況

能となる
）
。家計のレベルでは

動向が重要であろう。特に，

ら生じた需要低下に基づくも

察

「日

査

の

，

昨

の

なのか，規制緩和

題である。

景気循環の

以上みたように

把握が可能である

環がどのような形

と「構造改革」による一時的

形態

，景気の変動は，経済全体，

。しかし，英訳では

態をとるかについては，次の

な痛みなのか，検討を要する

企業，家計と様々なレベルか

というように，景気

３つに代表されるように，企

課

ら

循

業

の将来生産・投資

１）キッチンサ

年から

景気循環に極めて

の水準が低下し，

（ ）

の観点から捉えられていた。

イクル（在庫循環
）
）

年頃までの在庫の循環が３年

重要な役割を果たしていたと

変動幅も小さくなっている。

前後のサイクルを持っており

いわれる。 年代以降，在

また在庫投資の国内総支出に

，

庫

対



日本経済の

する比率の推移を見ると，

近年大きく低下した理由と

が発達したこと，原材料投

成長と循環を考えるにあたって（稲

年後半より大きく低下し

しては，流通段階，生産段階

入原単位の低下，マクロ的に

葉）

ている。在庫の役割が

における在庫管理技術

は在庫を持つことが少

ないサービス部門のシェア

２）ジュクラーサイクル

― 年の期間は，

ルを持っていた。しかし，

済的耐用年数を乖離させ，

代以降，設備投資の変化率

需要の期待成長率が低くな

ー上昇などが挙げられる。

（設備投資循環）

景気変動に重要な役割を果た

技術革新の進展は，設備投資

次第に循環のサイクルを小さ

（対前年同期比）も小さくなる

ったことにともない，企業の

し， 年前後のサイク

の物理的耐用年数と経

くする。また， 年

。その理由としては，

設備投資意欲も低下し

たこと，省エネルギー投資

と，サービスの経済化は，

と，などが挙げられる。

３）建設循環

工場，住宅建設，公共資

つといわれるが， ―

・木製品などの投資は密接

，研究開発投資等の独立投資

大型装置を必要としない非製

本設備等の建設投資は，平均

年期は金属製品，窯業・土

な関連を持っていた。また，

の比重が高くなったこ

造業の比重を高めたこ

約 年のサイクルを持

石，パルプ・紙，木材

これらの業種の投資が

全体に占める割合は高かっ

が機械投資を上回っていた

模な投資は困難となり，

になる
）
。

以上のように，企業の投

かつ循環の幅が小さくなっ

たことから，マクロの循環は

。ところが， 年代にはい

年後半になると建設投資は

資は近年になるとどのレベル

ている。このことをもってし

建設主導で，建設投資

ると，このような大規

機械投資を下回るよう

の投資を見ても低下し，

て，景気循環は消滅し

たのではないかという意見

いる理論から，この問題を

（ ）

も聞かれる。経済成長，景気

どの様に捉えることができる

循環について整理して

だろうか？



立命館経済学（特別

３．経済成長と循環

号）

の考え方

３ １ 経済成

新古典派経

経済成長の規定

論がある。ここで

する
）
。生産物は，

とすると，

長の考え方

済成長理論

要因を議論する代表的な考え

は，長期的な均衡成長経路に

現存する資本（機械設備）と

方として，新古典派経済成長

おける状態を取り上げること

労働の結合によって生産され

理

に

る

生産量

となるが，時間の

質の変化に反映さ

生

生産量

（資本量，労働量）

経過とともに変化する技術水

れないものとするならば，

表４ 供給面からの経済成長

産要素の成長率（％） 生産要

（資本量，労働量，生産技術

準を考え，それは資本，労働

は

の要因分析

素の への貢献度（％）

）

の

資本スト

（注） １）各

ック 就業者数
合計

（ ）
資本ストック

時期の成長率は，年率平均

就業者数
技術進歩率

合計
（ ）

２）資
け合

３）技
（資料） 実質

資本
就業

（ ）

本ストック，就業者の への貢献度は生
わせたもの。資本分配率は ，労働分配率
資本ストックの貢献度 ＝資本ストックの成
就業者数の貢献度 ＝就業者数の成長率 ×
術進歩率＝ 成長率 資本ストックの貢
国内総生産 経済企画庁『国民経済計算年報
ストック 経済企画庁『民間企業資本ストッ
者数 総務庁統計局『労働力調査年報』

産要素の成長率に各要素の分配率を掛
は とした。
長率 ×

献度 就業者数の貢献度
』
ク』の全企業，進捗ベース
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となる
）
。

さて，雇用労働量は，長

下では，

成長と循環を考えるにあたって（稲

期的には人口の成長率に規定

葉）

され，均衡成長経路の

経済成長率（生産

の関係を導くことができる

らわしており，１．はじめ

ながる。つまり，人口成長

比率が低下するならば，供

また，企業の設備投資意

長の低下となる。表４は，

物の成長率）＝人口成長率＋技
）
。 式での経済成長率は潜在

にで述べた長期的な意味での

率が低下し，高齢化の進展に

給能力の上昇を抑制，ないし

欲の低下は，新しい技術の導

にもとづき，各生産要素の

術進歩率

供給能力の成長率をあ

経済成長の捉え方とつ

ともない生産年人口の

は低下させる。

入を妨げ，潜在経済成

成長に対する貢献度を

期間ごとに試算したもので

の技術進歩率の低下が明確

は，外国からの労働力流入

じない限り，潜在成長の低

進歩を期待することになる

現在の日本経済において

生は，新古典派経済成長論

あるが，就業労働人口の傾向

に示されている
）
。従って，現

の促進政策，ないしは高齢者

下は避けられないから，新し

。

は，失業率が上昇しているが

によれば，状況の変化に対応

的低下，及び 年以降

在の日本経済において

の雇用機会の促進を講

い企業創出に伴う技術

，このような失業の発

しきれない摩擦的失業

となる。 式で示される供

るであろうか？

資本蓄積率と 働率

新古典派経済成長理論の

（潜在）経済成長率

給側の要因ではなく，別の角

もとでは，

＝資本蓄積率（今期期首の

資本ストック）

度から眺めるとどうな

設備投資／今期期首の

という関係がある。 式の

資本蓄積率＝（今期

スト

であるから，国民経済全体

れる
）
。

（ ）

資本蓄積率についてみると，

の設備投資／生産量）×（生

ック）

の総需要と総供給の関係を用

産量／今期期首の資本

いると次の関係が得ら



資本蓄積

式より，資本蓄

立命館経済学（特別

率＝（貯蓄率 貿易黒字率）

ック）

積率は貯蓄率の高さに依存し

号）

×（生産量／今期期首の資本ス

，貿易黒字率が大きいと海外

ト

に

資本が流れ，国内

で除した資本係数

れる生産量（潜在

の最後の項，すな

資本係数

となり，結局資本

の投資を抑制することになる

の逆数と呼ばれるものに依存

生産量と呼ぶことにする）と現

わち資本係数の逆数は，

の逆数＝ 働率（現実の生産

資本産出比率（潜在生産量／

蓄積率は現実の生産量と潜在

。更に，生産量を資本ストッ

する。正常 働のもとで生産

実の生産量を区別すると，

量／潜在生産量）×

今期期首の資本ストック）

生産量の比率である 働率に

ク

さ

式

も

依存する。この

をし，最近は

生産量が潜在生産

ることをあらわし

影響を受けること

３ ２ 景気循

働率は，鉱工業生産 働率指

年の第一次石油ショック後の

量大きく下回るのは，生産さ

ている。つまり，潜在供給能

になり，短期的な経済変動と

環の考え方

数でみると 年代傾向的に低

水準にまでなっている。現実

れたものに売れ残りが生じて

力は， 働状況によって大き

関連を持つ。

下

の

い

く

何故好況から不

多くは，景気循環

派のリカード，マ

の取り上げ方も様

理にふれ，次に景

二つの方向

最初の方向は，

況に向かうのか，何故経済の

論として取り扱われてきた。

スサスなどから始まり，景気

々である。ここでは，まず景

気循環理論を整理するにとど

からのアプローチ

恐慌論としてマルクス経済学

停滞が生じるのかなどの問題

景気循環の議論は，古くは古

循環を取り扱う側面，その原

気循環に対するアプローチの

める。

の立場から見るか，景気循環

の

典

因

整

論

として近代経済学

環の原因として，

給側の要因）する

発的失業は生じな

（ ）

の立場から見るかである。二

市場問題（需要側の要因）を重

かである。市場問題を捨象す

い。二つの方向を整理すると

番目の方向性としては，景気

視するか，市場問題を捨象

る立場の議論では，労働の非

表５のようになる。

循

（供

自



日本経済の

表５

近代経済学 ケインズ

成長と循環を考えるにあたって（稲

景気循環論・恐慌論の類型

市場問題重視型 市場

，ヒックス，カレツキ シュンペー

葉）

問題捨象型

ター，ハイエクの景
（景気循環論） ー，ハロ

マルクス経済学
（恐慌論）

不比例説
過小消費

資料 置塩信雄編『景気循環
＊吉川洋『日本経済と

景気循環論（恐慌論）

第一は，先に述べた企業

環，建設循環などである。

ッド等の景気循環論 気循環論
＊内生的景

説
実質賃金上
有機的構成

』（青木書店）第３章「諸学説の検討」
マクロ経済学』（東洋経済）， 年

で議論となる論点

の景気変動の形態，つまり，

第二は，景気循環の発生メカ

気循環論

昇説
高度化説

， 年

在庫循環，設備投資循

ニズムを問うものであ

る。好況のピーク（景気の山

経路から外れた場合もとの

経路から乖離して行くのか

停滞する理由についてであ

もあるが，需要の側の側面

それぞれの論者が問

表の類型にしたがって，

）から下降に至る契機（恐慌

成長経路に戻るように作用す

（成長経路の安定性）等である

る。この点は，先の新古典派

からも議論がなされている。

題にしたポイント

景気循環の代表的な論者が何

論）は何か，均衡成長

るのか，あるいは成長

。第三は，成長経路が

成長理論と重なる側面

に原因を求めたかを簡

単に紹介することにしよう

１）「市場問題捨象型」の

企業の利潤，費用の側面

のかに注目し，資本主義に

「宇野理論」を構築した宇野

局面で上昇し，利潤率が低

。

恐慌論

を重視しており，ドッブは成

固有の問題である利潤率の傾

は，恐慌の発生契機を，実

下することによって資本蓄積

長経路が何故停滞する

向的低下に求めた。

質賃金率が契機の上昇

率が低下することに求

めた。

２）「市場問題重視型」の

この類型では，大きくは

を生産する生産する部門間

部門間の不比例成長である

（ ）

恐慌論

二つの議論の方向がある。そ

の成長率が景気の上昇局面で

部門の投資減退が生じること

の一つは，異なる商品

異なる，すなわち生産

を通じて恐慌が生じる



と考える（ツガン

するものである。

などの見方は，恐

立命館経済学（特別

，バラノウスキー）。もう一つ

ただし，過小消費を常態的と

慌の発生というよりも，何故

号）

の捉え方は，過小消費を契機

するマルサス，シスモンディ

経済停滞が生じるのかを論じ

と

ー

て

いるものといえよ

労働量）が上昇す

ャップが生じ恐慌

３）「市場問題

この類型による

発明発見による新

実質賃金率の上昇

う。それに対して，景気の

るにも関わらず，消費が押さ

が生じると考えるスウィージ

捨象型」の景気循環論

景気循環の要因の捉え方は様

技術の導入が投資の増加を

が労働節約的な新しい生産方

上昇過程で労働生産性（生産

えられるため，生産と消費の

ーの見解がある。

々である。主なものとしては

もたらす変動（シュンペーター

法の導入を引き起こす変動

量／

ギ

，

），

（ハ

イエク），予期しな

（フリードマン，ル

ロッサー）等があ

４）「市場問題

何故経済が不況

ンズ，景気循環の

カレツキー，そし

い貨幣的なショック（マネー

ーカス），外生的な生産性変動

る。

重視型」の景気循環論

から脱却し得ないかについて

メカニズムを検討したサムエ

て成長経路の不安定性を論証

サプライの変化）による経済変

に求めるもの（プレスコット

有効需要の不足を強調したケ

ルソン，ヒックス，フリッシ

したハロッド等がある。

動

，プ

イ

ュ，

現実の日本経済

そして理論的立場

は，経済成長，景

論のまとめとして

について簡単に考

の景気循環をどの考え方で説

によって異なる。また，既に

気循環両者で取り扱われてい

，戦後日本経済の成長段階区

察することにしよう。

明するかは，景気の局面，時

述べたように，経済停滞の議

る。以上１．から３．までの

分と過去 年の日本経済の現

期，

論

議

状

４．戦

４ １ 戦後日

戦後の日本経済

（ ）

後日本経済の段階区分と

本経済の段階区分

の成長段階を大きくは次の三

年代の日本経済

つの時期に区分することにした



日本経済の

い。

復興期 ―

高度成長期

成長と循環を考えるにあたって（稲

年

― 年

葉）

低成長期 年

まず，戦後の復興の時期

する 年までと考えるこ

の最高水準を越えるように

で示されるような成長率の

していた。 ― 年を高

長期とそれ以降を画する経

以降

を画するのは， 年より始

とができる。 年時点で鉱

なった。 年以降の成長段

水準である。 年ごろまで

度成長期，それ以降を低成長

済環境は，国内的には公害問

まった朝鮮戦争が終結

工業生産指数が，戦前

階を画するのは，表２

年率平均約 ％を維持

期と区分する
）
。高度成

題の深刻化により大規

模開発が困難になったこと

レート 円が切り上げ変更

たことなどが挙げられる。

），２）安定成長期（

つの時期に区分することし

の調整期は， 年の第一

余儀なくされた時期であり

，国際的には 年より固定

になり，従来の対外経済政

更に， 年以降については

― ），３）低成長期（ 年

よう。 年代以降の三つの

次石油ショックを契機に，経

，年々の成長率も大きく変動

されていた円ドル為替

策の維持が困難になっ

，１）調整期（ ―

以降）と 年ごとに三

時期区分のうち，１）

済政策の大きな変更を

している。２）の時期

は，年率平均３―４％程度

取引，貿易摩擦に対する対応な

４ ２ 年代の日本経

年代は，低成長期と

長率でみると明らかである

は小さくなっている。それ

の安定成長がもたらされるが

ど）が大きく変わる。

済

特徴づけたように，表６の第

。 年代に入り，それ以前

では，景気変動はなくなった

，対外経済政策（資本

１欄（国内総生産）成

と比較して経済の変動

のだろうか？ 年代

の日本経済の特徴を幾つか

投資制約

設備投資は，表６の第４

長率から 年代前半にマイ

（ ）

の側面から検討してみよう。

欄にみられるように， 年

ナス成長率の水準に低下した

代後半の年率 ％台成

。 年代後半の設備投



資動向に関わり，

利政策に伴う銀行

て消費支出は拡大

立命館経済学（特別

二つの点が指摘できるであろ

の融資拡大は，株式・土地投

し，円高による輸入原材料価

号）

う。第一に， 年代後半の低

機をまねいた。資産効果を通

格の低下は，生産コストを下

金

じ

げ

生産の一層の拡大

の延長で対応する

低金利は，資本コ

り，バブルの崩壊

及び ― 年の

， 年には設

降再び低下すると

を促進した。他方，労働市場

が，将来の需要増加をみこし

ストを低く見積もらせ，過剰

はこの過剰な投資を顕在化さ

高度成長期での好景気から

備投資は回復現象を示し，成

いう景気循環を伴いながらも

の逼迫により，企業は労働時

設備投資を増加させた。第二

な設備投資を促進する結果と

せることになった。 ―

不況への過程に類似している

長率を押し上げるが， 年

，長期にわたる設備投資停滞

間

に，

な

年，

。

以

に

問題があるといえ

市場開放化

年代に入り

規制緩和である。

の拡大を促進し，

規制緩和である。

規制緩和である。

る。

と日本政府の対応

，規制緩和が急速に進められ

大規模店舗法の改正は，外資

既存の中小商店街にダメージ

この分野でも外資系企業の参

特に， 年４月の金融制度

た。その第一は，サービス業

系企業の参入と，大手スーパ

を与えた。第二は，通信分野

入が進んだ。第三は，金融業

改革関連法， 年の外国為

の

ー

の

の

替

管理法の施行は，

保険業，証券業と

このような規制

あると考えられる

貿易収支

において， 年

外資系企業の新規参入，既存

の業務提携を促進した。

緩和の背景には， 年代よ

。

＝輸出 輸入＝貯蓄 投資
）

代までは，特定の輸出商品

事業の拡大，及び日本の銀行

り顕在化した日米貿易不均衡

（鉄鋼，カラーテレビ，自動車

，

が

，半

導体など）の規制

年には 億ドル

の問題が取り上げ

蓄投資パターンの

たり 兆円もの

（ ）

措置で対応したが，貿易不均

の黒字と拡大した。 年以

られ，アメリカの対日要求は

あり方にまで及び， 年代前

公共投資を実施することにな

衡は 年の５億ドルから

降は不均衡に関わる様々な分

，輸入拡大策にとどまらず，

半には日本政府は， 年間に

った。上記の対応策は，日本

野

貯

わ

の



表６ 経済成長と各最終需

国 内
総生産

最終消
費支出

住

日本経済の

要項目の寄与度（年度ベース）

宅 企 業
設 備

政府最
終消費

公的
定資

成長と循環を考えるにあたって（稲

（％，括弧内は寄与度）

固
本

輸 出 輸 入

葉）

（ ） （

（ ） （

（ ） （

（ ） （

（ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

（ ） （

（ ） （

（ ） （

（ ） （

（ ） （

（ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

（ ） （

（ ） （

（ ） （

（ ） （

（資料） 内閣府経済社会総合研究所『

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

） （ ） （ ） （

国民経済計算年報』

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

） （ ） （ ）

対米黒字をいかに縮小させ

も黒字幅は一向に縮小して

更に，対日要求である流通

の解消，内外価格差の是正

（ ）

るかということが当初の目的

いないし，効果をもたらして

制度の改革，排他的取引慣行

，サービス分野の開放などが

であったが，それ以降

いるとは考えられない。

の是正，系列取引関係

年代を通じて取り



組まれた。アメリ

開放することによ

スを保障するかが

立命館経済学（特別

カにとって，貿易不均衡は主

って，アメリカの主要な企業

焦点となってきた。

号）

要な問題ではなく，日本が市

に対していかにビジネスチャ

場

ン

雇用不安と

政府による公共

に実質国内総生産

年以降ゼロ成

る。これまでの不

年の不況以降消費

る消費支出の減少

消費需要の低下

事業等の景気対策は，効果を

の成長率はそれぞれ， ％

長となった。その一つの大き

況期においては，消費需要は

需要の減少，低迷が続いてい

が，経済成長に及ぼす影響は

もたらしていない。 ，

， ％と一時的に高まったが

な特徴は，消費需要の低下で

安定的に拡大してきたが，

る。国内総生産の約 ％を占

大きい。その背景には，中小

年

，

あ

め

企

業，個人業主での

年代前半にお

められたが，中小

消費需要を一層押

の倒産・廃業を増

また， 年代の規

を一層拡大させた

雇用減少と非正規雇用（短期

いても，合理化投資に伴う雇

企業の雇用は逆に増加してい

し下げる恐れがある。昨今の

加させ，その結果中小企業の

制緩和は，中小規模の商店売

。

雇用，アルバイト）の増加があ

用の合理化が大企業を中心に

る。企業の合理化が一層進む

不良債権処理は，地域金融機

倒産を招いている側面が強い

上を大幅に低下させ，企業倒

る。

進

と

関

。

産

勿論， 年代の

いが，この停滞状

ろうか？ 一般に

実行することが必

革」が本当に日本

限り，日本経済の

経済停滞は， 年代後半のバ

況を克服する方策は，最初に

，構造改革は従来のやり方が

要不可欠であろう。しかし

経済の停滞を克服するものだ

基盤となる需要を回復しなけ

ブルの後遺症によるものが大

述べた「構造改革」であるの

経済環境に対応しなくなった

，現在進められている「構造

ろうか？ 年代の状況をみ

れば，いかに新しい商品を開

き

だ

ら

改

る

発

しても，そのため

これからの日本

在問題となってい

共通理解を確立す

管理方式は，アメ

（ ）

の市場は結局海外に求めるこ

経済にとって何が必要な施策

る日本企業の経営管理方式，

ることが重要であろう。 年

リカでも絶賛された。 年代

とになる。

かを検討する際に，もう一度

日本の経済政策に対する評価

代においては，日本企業の経

に入ると，経済停滞の元凶で

現

の

営

あ



日本経済の

るかのように批判され，全

ても同様で，高度成長期に

あったとしたら，その後の

成長と循環を考えるにあたって（稲

く逆の評価がなされている。

政府の政策は有効でなかった

経済環境はどのように変化し

葉）

日本の経済政策につい

のだろうか？ 有効で

，問題が生じるように

なったのだろうか？戦後日

役割と問題点を考察するこ

があれば改めて議論をする

） 経済成長（

明確に区別する必要が

・サービスの活動水準

に高水準の成長達成に

本経済の成長と循環の中で，

とが必要不可欠であろう。こ

ことにしたい。

）と経済発展（

あると筆者は考える。経済成長は

のある一定期間の量的な拡大程度

よって従来は入手できなかったよ

これら二つの果たした

の点については，機会

）とは，

，市場価格で評価した財

を示すものであり，確か

うな生活物資がより多く，

あるいは，安価に購入

いえる。しかしながら

私達の日常生活環境を

生活環境を保証して経

で評価した経済成長が

ば，近くの川が浄化さ

に高まったとか，医療

発展といえる。日本社

かもしれないが，発展

できるという意味において生活水

，過去の高水準の成長は，開発に

脅かすようになってきた。経済発

済成長を持続的に続けていくこと

ある時期ゼロであったとても，経

れ住み易くなったとか，就学率が

水準が充実し幼児死亡率が大きく

会に生活している私達には，それ

途上国の経済を考える場合には，

準の向上をもたらしたと

伴う公害問題によって，

展は，このような人々の

を含んでいる。市場価格

済発展は生じうる。例え

向上し教育水準が飛躍的

低下したとか等は，経済

程大きな実感を伴わない

経済発展の概念の方がは

るかに重要である。参

今書院）， 年がある

） 本論では，大体のと

ら５年までの間は，曖

は，一般に特定に期間

大きく異なってくる。

期の範囲で， 年を越

） 構造改革に関する最

革』（桜井書店） 年

考資料としては，国連開発局『人

。

ころ３年未満を短期，５年以上を

昧ではあるが，中期としておこう

が定められているわけではなく，

例えば，人口問題，環境問題等の

える期間を長期と扱っているよう

近の議論については，菊本義治

参照。

権問題と人間開発』（古

長期としている。３年か

。短期，長期という期間

対象とする課題によって

分野では， 年未満は短

である。

他著『日本経済の構造改

） インデックスの作

第２章「日本経済の成

） この問題に対処する

（ ）が作られている。

） 同様に，企業の動向

（ ）

成方法については，金森・香西編

長と循環」 （東洋経済）

ために，景気の強弱をあらわすコ

を捉えるものとして，「法人企業動

『日本経済読本第 版』

， 年参照。

ンポジットインデックス

向調査」（内閣府）があ



る。財の生

働率指数の

） 金森・香

立命館経済学（特別

産状況については，生産能力に対

動向（経済産業省）が重要であろ

西編前掲書 参照。

号）

してどの程度の操業水準かを示

う。

す

） 吉川前掲

） 均衡成長

（均衡）の下

けられてい

が保証され

さす。

） 当然のこ

また新しい

働の質とは

書 参照。

経路とは，生産要素である資本

での成長経路をさす。具体的に

る設備のもとで想定する利潤（収

ている状態，労働については，非

とながら，新しい機械設備はそれ

生産条件に関わり，訓練・教育を

異なるであろう。そのように考え

と労働が完全に利用されている

は，資本については，企業に備

益）に見合う操業率（正常 働

自発的失業がない完全雇用の状

以前の設備と質的に異なるでろ

受けた労働者の質は，それ以前

た場合の技術水準が生産に及ぼ

状況

え付

率）

態を

うし，

の労

すあ

り方は，上

） 菊本義治

（勁草書房）

） 試算方法

年参照

） 生産量（

総支出＝

需要（総

貯蓄＝投

記とは異なってくる。

他著『マクロ経済学』第 章

， 年参照。

の基本的な考え方については，斎

。

所得）＝消費（民間及び政府）＋貯

消費＋投資（民間及び公的）＋輸

支出）＝供給（生産量）の関係よ

資＋輸出 輸入

「景気循環と経済成長」

藤光雄『国民経済計算』（創文社

蓄 であり，

出―輸入 であるが，

り，

），

したがって

入）／生産量

投資／生

を に代

） 高度成長

とするか，

年まで

れ以降の日

） 注６の

，貯蓄／生産量（貯蓄率）＝投資

産＝貯蓄率 貿易黒字率

入すると， が得られる。

期を 年までとする見解も多い

年までとするかは，それ程

高い成長が続いていたし，石油シ

本経済の成長軌道は大きく変わっ

式参照。

（設備投資）／生産量＋（輸出

。筆者は，高度成長期を 年

重要な相違とは考えない。確か

ョックを契機とする資源制約は

た。

輸

まで

に，

，そ

（ ）




